




















要旨 

1.Reye症候群と関連があるといわれている脳症関連物質9種類についてラット肝ミトコン

ドリア呼吸鎖(flaovoprotein、cytochrome b、cytochrome c+c1、cytochrome a+a)および

ミトコンドリア ATP 含量へ及ぼす影響を検討した。 

2.脳症関連物質としてアセチルサリチル酸、サリチル酸、ゲンチジン酸、サリチル尿酸、

アセトアミノフェン,ホバンテン酸ナトリウム,4 ｰキペンテン酸、バルブロ酸ナトリウム、

オクタン酸を選んだ。 

3.脳症関連物質添加により,いずれもミトコンドリアの電子伝達は、反応初期に阻害された

が、古典的な電子伝達阻害剤とことなりその阻害効果は可逆的であった。 

4.サリチル酸誘導体のうち、サリチル酸が電子伝達阻害効果が最も強かった。 

5.アセトアミノフェンは、サリチル酸誘導体と異なり電子伝達阻害効果が殆ど見られなか

った。 

6.バルブロ酸ナトリウムには,軽度のしかもある程度不可逆的な電子伝達阻害効果があり、

その阻害部位は NAD からコエンザイム Q問に存在することが推測された。 


